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いま台湾で活躍する
クリエイターや文化人は、
みんな「誠品書店」で大きくなった
1989年の開業以来、台湾文化を牽引してきたのが誠品書
店です。創業から一貫するテーマは「生活と読書の博物館」
で、ライフスタイル重視の文芸青年を意味する「文青」文化を
生み出しました。信義店は、2006年、台北101に近い抜群
のロケーションにオープンしました。地下2階から地上6階ま
での各フロアは、本のみならずファッションやインテリア、
アートやカフェ、音楽ショップ、食材店やレストランなど様々
な要素が融合したセレクトショップになっています。敦南本
店の閉店に伴い、2020年6月1日より24時間営業になりまし
た。たとえ夜中であっても、多くの人が思い思いの場所に座
り、読書を楽しんでいる姿を見ることができます。

誠品書店は、最初から経営が順調だったわ
けではありません。十数年間も続いた赤字
の時期、それを経済的に支え続けたのが、
電子部品メーカーのペガトロン会長・童子
賢氏でした。文化創造を様々な形で応援、
支援する個人サポーターは、台湾の文化を
語る上で欠かせない存在です。

どうして台湾で
「誠品」が成功したの？

2.
台南出身の創業者、呉清友氏は、もともと
は欧米のインテリア設備や建材を輸入する
小さな会社を営んでいましたが、自身の心臓
の手術をきっかけに一念発起し、本屋を 開
業しました。38年に及ぶ世界最長と言われ
る戒厳令が解除された2年後、1989年のこ
とです。文化、芸術、ライフスタイルをまた
いでクロスオーバーな価値を創造してきた誠
品書店は、いま台湾で活躍するクリエイター
や文化人に多大な影響を与えてきました。
2017年に呉氏は亡くなりましたが、「わたし
が開くのは書店ではなく、読書を広める場
所だ」という意志はその後も引き継がれてい
ます。

創業者はどんな人？

1.

誠品書店に触れながら大きくなった「文青」
（文芸青年の略）たちが、今や台湾各地で個
人書店を開き、雑誌や本を作っています。
書店にはカフェが併設され、読書イベントが
よく開催されるなど「読書を広める場所」とい
う誠品の精神はここにも息づいているようで
す。それぞれの書店にオーナーの個性の感
じられる台湾の個人書店を訪ね、日本の書
店のあり方と比べてみましょう。

「誠品」が影響を与えた台湾の
読書文化の拡がりをみてみよう

3.
学 び の ポ イ ン ト

SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/256/
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